
  

 

 

「おかげさま・ありがとう」           
「いいことはおかげさま、わるいことは身から出たさび」は、相田 

みつを氏の言葉です。ここまで謙虚になるのはたいへんですが、一歩 

でも近づきたいものです。 

 江戸時代に日本を訪れた外国人の多くが、日本人の礼儀の正しさ、 

誠実で親切であること、誰もが学ぶ意欲を持って教養があることなど 

を本国への手紙や書物にして、驚き、敬意を表していたと聞きます。もちろん多くの日本人は、

今もそうであると思いますが、そうでない人が増えてきていると感じることもまた事実だと思

います。 

 今年度も残り２ヶ月となりました。毎日のせわしい生活の中で、心が疲弊し、悩みや苦しみ

などが積み重なって、時には怠け心が頭をもたげたり、悪い考えが浮かんだり、卑怯な気持ち

がよぎったりしそうになります。それらが取り返しのつかないくらいに積み重ならないように、

心の塵やほこりを払って、いいことがあったら、それは周りの人のおかげ、悪いことがあった

としたらそれは自分に大部分の原因があったからというくらいに、相田みつを氏のように考え

て今年度を締めくくりたいものです。 
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天神小学校一徳運動・・・きもちのよいあいさつ 

放課後子ども教室～手作り餃子体験～開催！ 

１月２６日（土）、体験型の放課後子ども教室が開催 

されました。今回は、餃子作り、天津包子館の経営者で 

本校出身の八木様を講師にお迎えしての教室でした。毎 

年大人気のこの教室、今回は４４名の参加があり、八木 

先生の手ほどきで餃子の皮を丸く伸ばして、餡を包んで 

蒸し焼きにする方法を学びました。毎年参加している６ 

年生は、手慣れたもので上手に作っていました。 

 八木先生のおかげで、おいしい餃子ができあがり、とても充実した教室となりました。ご協

力いただいた保護者・地域の皆様ありがとうございました。 

  

 

不審者注意！ 

 昨日、佐々町で不審な貼り紙が貼られ、包丁が刺さっ

ていた、という事案を受けて児童の安全のため全校集団

下校を実施いたしました。その後、不審者の特定にはい

たっていません。子どもたちには、登下校もみんなと同

じ時間帯に行動し、土日も一人で出歩かないよう、十分

気をつけるよう指導しています。ご家庭でもお子様への 

声かけをお願いいたします。 

暗唱がんばっています 

月末になると「校長先生、次の詩

は何ですか？」と尋ねに来る児童

がいます。今月は「水はうたいま

す（まどみちお作」です。今まで

１０作品を紹介しましたが、全部

暗唱できた児童がいます。その集

中力に感心するばかりです。 


